米国巡回少女マンガ展示会

National Touring Exhibition of Japanese pop Culture:

“Shojo Manga! Girl Power!”

June 1 – 29, 2006
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＊展示会カタログ表紙イメージより「ベルサイユの薔薇（池田理代子作）」

なぜ今「少女マンガ」？：日本のマンガから世界のマンガへ。日本マンガの人気とともに世界中でマンガに関する展示会が開催されている中、今回はじめて、少女マンガにスポットをあてた巡回展示会が米国にて開催。「手塚治虫」から「よしながふみ」まで、戦後から現代に至る６０年余、少女マンガの発展に最も功績のあったマンガ家２３人の作品、２００余点（原画＆複製原画）を３つのエポックに概要して展示公開。

● 第１期（戦後〜６０年代）：近代少女マンガの曙

● 第２期（６０〜８０年代）：近代少女マンガの発展と展開

● 第３期（８０年代〜現代）：近代少女マンガ次なる世代へ

少女マンガは少女の願望の鏡？： 少女の夢から女性の願望まで、少女マンガに表現された主題の変化を通して、日本女性（少女）の役割そして願望の変化を探ります。

少女マンガのこれから？：プラトニックラブからボーイズラブへ、少女マンガはこれからどこへいこうとしているのか？そして少女マンガからGirls’ Comics へとその影響は米国にも広がって行くのだろうか？

展示会場： Media Arts Gallery, 311 Steuben Hall

Pratt Institute

Brooklyn, NYC

For more information: dbineyam@pratt.edu or (718) 636-3633.

オープニング：６月１日（木）、５-７時

ゲストスピーカー：徳　雅美、プロジェクトディレクター

Dr. Masami Toku, California State University, Chico

「少女マンガプロジェクト」サイト参照：　 http://www.csuchico.edu/~mtoku/vc/
